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新型コロナウイルス感染症における
応援看護職員へのアンケート【速報】

新型コロナウイルス感染症対応において、限られた看護人材を効果的に受け入れることが可能となるよう、
外部機関からの応援を受け入れた医療機関等において、応援を行った看護職員の業務実態等を明らかにする。

目的

 対象：令和２年２月から令和３年７月までに、新型コロナウイルス感染症対応で他医療機関等へ応援を行った
看護職員 (国立病院機構、地域医療機能推進機構、労働者健康安全機構、恩賜財団済生会、日本赤十字社、

大学病院等）

 方法：web調査

 項目：実施した業務内容、応援にあたり準備した又は準備しておくとよかった事項
オリエンテーション内容、応援にあたり困った事項、引き継ぎ方法 等

アンケート概要

回答のあった344人を集計
※アンケート時点で応援を複数回行ったことのある回答者については、最大４回分の応援状況について回答いただいたが、本速報ではすべて１回目の状況
（N=344）についてのみ集計した。

回答状況
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新型コロナウイルス感染症における応援看護職員へのアンケート【速報①】

応援業務を行った看護師の年齢、経験年数、所属医療機関

 回答者の年齢は、40歳代が最も多く、次いで30歳代、50歳代であった。
 回答者の看護職員としての経験年数は、10～20年が最も多く、次いで20～30年、5～10年あった。

44,

12.8%

111,

32.3%

125,

36.3%

63,

18.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

30歳未満 30～40歳未満 40～50歳未満 50歳以上 無回答

単位：人（N=344）

19,

5.5%

50,

14.5%

125,

36.3%

113,

32.8%

35,

10.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

5年未満 5～10年未満 10～20年未満 20～30年未満 30年以上 無回答

単位：人（N=344）

【年齢階級】 【看護職員としての経験年数】

 回答者の現在の所属医療機関は、大学附属病院が最も多く、次いで国立病院機構であった。

大学附属
病院

国立病院
機構

恩賜財団
済生会

日本
赤十字社

地域医療機
能推進機構

労働者健康
安全機構

その他 無回答

人数 189 60 30 13 11 ９ 19 13

％ 54.9% 17.4% 8.7% 3.8％ 3.2% 2.6％ 5.5％ 3.8%

【所属医療機関】
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新型コロナウイルス感染症における応援看護職員へのアンケート【速報②】

応援業務を行った看護師の状況

 回答者のうち認定看護師は55名（16％）であり、「感染管理」と「救急看護」が最も多かった。
 回答者のうち専門看護師は４名（１％）、看護管理者は101名（29％）であった。

【認定看護師】

6

1

1

1

2

2

2

2

4

17

17

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18

無回答

認知症

透析看護

がん性疼痛

糖尿病

皮膚・排泄

手術看護

慢性呼吸器

集中ケア

救急看護

感染管理

【専門看護師】

【看護管理者】

単位：人（N=344）

55 285
4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

はい いいえ 無回答

16％ 82.8％

4
336

4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

はい いいえ 無回答

1.2％

101 238
5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

はい いいえ 無回答

69.2％ うち認定看護管理者
11名

1.2％

1.2％97.7％

29.4％ 1.5％

単位：人（N=344）

単位：人（N=344）
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新型コロナウイルス感染症における応援看護職員へのアンケート【速報③】

応援先の施設・病棟種別

【応援先の施設種別】

単位：人（N=344）

病院, 196, 

57.0%

診療所, 3, 

0.9%

宿泊療養施設, 

109, 31.7%

介護施設, 20, 

5.8%

その他, 16, 

4.7%

 応援先として最も多かったのは病院で、次いで宿泊療養施設であった。
 病院又は診療所で応援した者の、応援先の病棟種別は「コロナ重症患者のいるICU、HCU等」が多かった。

22

26

2

36

68

88

0 20 40 60 80 100

その他

コロナ患者のいない一般病棟

コロナ患者のいないICU、HCU等

コロナ軽症患者のいる一般病棟

コロナ中等症～重症患者のいる一般病棟

コロナ重症患者のいるICU、HCU等

170 26 3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

応援先でレッドゾーンに入ったか

レッドゾーンに入った グリーンゾーンのみ 無回答

【応援先病院・診療所の病棟種別】

【応援先病院・診療所での対応状況】

※「応援先の病棟種別」と「応援先での対応状況」は、
応援先を「病院」又は「診療所」と回答した者（N=199）
のみ回答

単位：人（N=199、複数回答）

単位：人（N=199）



6

新型コロナウイルス感染症における応援看護職員へのアンケート【速報④】

応援業務実施前の状況

 応援業務実施前の状況については、応援に行く前に、応援先の施設・部署や業務内容等を概ね把握していたが、
応援先での新型コロナウイルス感染症対応の状況や業務内容等について知らされずに応援に行った者も一定程度
いた。

【応援業務実施前の状況①】

271

202

143

235

232

178

226

278

321

256

66

136

197

104

107

165

117

64

22

87

7

6

4

5

5

1

1

2

1

1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

応援終了日

応援先の施設におけるコロナ対応の状況

応援先の業務マニュアル

応援先で行う業務内容

応援先で期待されている役割

所属施設が応援先に提示していた条件

応援先の勤務シフト

応援先の部署

応援先の施設

応援にあたっての心構えや基本姿勢

知っていた

知らなかった

無回答

102 232 91応援に行った経緯

自身で希望

所属医療機関からの指示

その他

無回答

単位：人（N=344）

【応援業務実施前の状況②】 単位：人（N=344）
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新型コロナウイルス感染症における応援看護職員へのアンケート【速報⑤】

応援前に知らされていたらよかった・準備してくれていたらよかったこと

 【応援前に知らされていたらよかったこと】として多かったのは、「業務内容」や「業務マニュアル」であった。
 【準備してくれていたらよかたこと】として多かったのは、「宿泊施設の確保」や「応援前の勤務シフト調整」であっ

た。

【応援前に知らされていてよかった／知らされていたらよかったこと】

24

105

165

199

227

159

168

106

135

138

0 50 100 150 200 250

その他

応援終了日

応援先の施設におけるコロナ対応の状況

応援先の業務マニュアル

応援先で行う業務内容

応援先で期待されている役割

応援先の勤務シフト

応援先の部署

応援先の施設

応援にあたっての心構えや基本姿勢

単位：人（N=344、複数回答）

「その他」の自由回答

・応援中の宿泊場所、周辺施設、持参品など
・白衣やナースシューズなどの準備物品について
・休憩時間の過ごし方、休憩時の買い出し等ができるか
・カルテや施設内で使用している物品の種類 等

47

170

130

89

107

186

0 50 100 150 200

その他

応援前の勤務シフト調整

応援前の休日確保

応援前のPCR検査の実施

交通手段（飛行機、新幹線等）の手配

宿泊施設の手配

【所属医療機関や応援先施設が準備してくれていてよかった／
準備してくれていたらよかったこと】

単位：人（N=344、複数回答）
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新型コロナウイルス感染症における応援看護職員へのアンケート【速報⑥】

応援先での引き継ぎの状況

 【応援先で説明や引き継ぎがあった】のは78.5％であり、【説明や引き継ぎがあった内容・説明や引き継ぎをしてもえた
らよかった内容】は 「業務内容」「物品の位置」「感染管理対策」が多かった。

 「業務手順」や「業務マニュアル」については、【説明や引き継ぎをしてもらえてよかった／してもらえたらよかった】
の回答に対して【引き継ぎがあった内容】が少なかった。

【応援先で説明や引き継ぎはあったか】

単位：人（N=344）

はい, 270, 

78.5%

いいえ, 74, 

21.5%

13

184

213

214

198

210

239

161

171

11

173

206

205

137

168

240

136

204

0 50 100 150 200 250

その他

記録方法

感染管理対策

物品の位置

業務マニュアル

業務手順

業務内容

配置部署のスタッフの紹介

施設の案内

説明や引き継ぎがあった内容

説明や引き継ぎをしてもらえてよかった／してもらえたらよかった内容

※「説明や引き継ぎがあった内容」は、「説明や引き継ぎがあった」と回答した者（270人）のみが回答
※「説明や引き継ぎをしてもらえてよかった／してもらえたらよかった内容」は、すべての回答者（344人）が回答

【応援先で説明や引き継ぎがあった内容、
説明や引き継ぎをしてもらえてよかった／してもらえたらよかった内容】
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新型コロナウイルス感染症における応援看護職員へのアンケート【速報⑦】

応援先での実施業務（病院・診療所）

【応援先で実施した業務（病院・診療所）】

 【応援先で実施した業務（病院・診療所）】は、「コロナ重症患者の受け持ち」や「コロナ患者の外回り対応」が多かった。
 【応援先の業務として実施しやすいもの】は、「コロナ軽症患者の受け持ち」や「コロナ患者の外回り対応」が多かった。

※応援先を「病院」又は「診療所」と回答した者（N=199）のみ回答
単位：人（N=199、複数回答）

36

32

81

18

53

75

97

12

0 20 40 60 80 100

その他

一般患者の外回り対応

コロナ患者の外回り対応

コロナ以外の患者の受け持ち

コロナ軽症患者の受け持ち

コロナ中等症患者の受け持ち

コロナ重症患者の受け持ち

リーダー業務

19

59

98

58

95

79

72

1

0 20 40 60 80 100

10

21

15

18

14

24

67

174

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180

【応援先の業務として実施しやすいもの】【応援先の業務として実施が困難なもの】
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新型コロナウイルス感染症における応援看護職員へのアンケート【速報⑧】

応援先での実施業務（宿泊療養施設・介護施設等）

 【応援先で実施した業務（宿泊療養施設・介護施設等）】は、「療養中のコロナ陽性者の受け持ち」や「外回りや電話対
応等、直接コロナ陽性者と接しない業務」が多く、【応援先の業務として実施しやすいもの】も同様だった。

※応援先を「宿泊療養施設」「介護施設」「その他」のいずれかと回答した者（N=145）のみ回答
単位：人（N=145、複数回答）

34

40

80

74

32

0 20 40 60 80 100

その他

事務的業務

外回りや電話対応等、直接コロナ陽

性者と接しない業務

療養中のコロナ陽性者の受け持ち

全体のとりまとめ等のリーダー的な

業務

8

43

90

72

26

0 20 40 60 80 100

9

36

17

22

75

0 20 40 60 80 100

【応援先の業務として実施しやすいもの】【応援先の業務として実施が困難なもの】【応援先で実施した業務（宿泊療養施設・介護施設等）】
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新型コロナウイルス感染症における応援看護職員へのアンケート【速報⑨】

応援先で配慮してもらえたこと・配慮してもらえたらよかったこと

単位：人（N=344）

【応援先で配慮してもらえたこと、配慮してもらえてよかった／配慮してもらえたらよかったこと】

19

35

48

106

133

64

34

101

86

65

29

19

31

94

117

51

24

94

109

74

0 20 40 60 80 100 120 140

その他

後任者への引き継ぎ期間の設定

前任者からの引き継ぎ期間の設定

ペアで業務を行う看護師の配置

業務を教えてくれる看護師の配置

メンタル面のフォロー

配置部署の調整

業務内容の調整

休日の確保

シフトの調整

応援先で配慮してもらえたこと

応援先で配慮してもらえてよかった／配慮してもらえたらよかったこと

 【応援先で配慮してもらえたこと】として多かったのは、「業務を教えてくれる看護師の配置」や「休日の確保」であっ
た。

 【応援先で配慮してもらえたらよかったこと】として多かったのも、「業務を教えてくれる看護師の配置」であった。
 「メンタル面のフォロー」「業務を教えてくれる看護師の配置」「ペアで業務を行う看護師の配置」「前任者からの引き継

ぎ期間の設定」「後任者からの引き継ぎ期間の設定」については、【配慮してもらえたこと】より、【配慮してもらえてよ
かった、配慮してもらえたらよかった】が多かった。
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新型コロナウイルス感染症における応援看護職員へのアンケート【速報⑩】

応援業務実施後の状況

 応援終了後の身体的・精神的な不調については、不調が生じなかった者の方が多かった。

【応援業務実施後の状況】

150

119

91

176

215

189

220

248

163

123

5

5

5

5

6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

応援終了後に、所属医療機関内の他スタッフへ体験を話したり発表したり

する機会があった

応援終了後に、上司等との面談の機会があった

応援終了後に、自宅待機期間が設定されていた

応援終了後に、PCR検査を実施した

応援終了後に、休日が確保されていた

はい いいえ 無回答 単位：人（N=344）

2

4

32

55

304

279

6

6

応援したことにより精神的な不調（応援の際の記憶が蘇ってつらい、気持ちが落ちつかない等）が生じたか

応援したことにより身体的な不調（疲れが取れない、よく眠れない等）が生じたか

応援終了後の業務に支障が生じるほど、不調が生じた 応援終了後の業務に支障が生じるほどではないが、不調が生じた 不調は生じなかった 無回答

【応援終了後１週間以内の不調の有無】

単位：人（N=344）
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おわりに

アンケートにご協力いただいた皆様をはじめ、
新型コロナウイルス感染症への対応を日々行ってくださっている
すべての看護職の皆様に、心から感謝申し上げます。

※本アンケート結果は今後、新型コロナウイルス感染症対応における看護職員の効果的な応援体制構築のために活用する
予定です。アンケート結果についてのご質問等はお受けできないため、ご了承ください。


